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第１４回西和賀町議会予算審査特別委員会 

 

令和７年３月１１日（火） 

 

 

午前 ９時３０分 開   会 

委員長 皆さん、おはようございます。予算審査

特別委員会の委員長に選任されました髙橋宏で

す。定められた日程内に審査が終了できるよう

に努めますので、改めて皆さんのご協力をお願

いします。 

  出席委員数は10名であります。会議は成立を

しております。髙橋到君から欠席の届出があり、

これを受理しております。 

  ただいまから令和７年度西和賀町各会計予算

についての予算審査特別委員会を開きます。 

  なお、髙橋雅一議長は、地方自治法第105条の

規定により出席しておりますので、申し添えま

す。 

  これから本日の会議を開きます。 

  次に、内記町長より提出されております説明

員は、着席のとおりでありますので、氏名の呼

称は省略いたします。 

  本委員会に付託された議案は、令和７年度各

会計予算議案であります。 

  審査を始める前に、当職から委員及び執行機

関の皆さんに留意事項をお話しします。委員各

位におかれましては、質問する内容については

あらかじめ調べておられることと思いますが、

各課の審査の冒頭で担当課長より予算の概要説

明を受けて審査していきたいと思います。なお、

冒頭の課長による予算の概要説明は、着座にて

行うことにしております。また、説明員として

出席した者の職、氏名は、事前に配付した席次

表のとおりです。 

  審査は、各課ごとに行い、各課ごとの一般会

計の質疑に関し、歳入については一括で、歳出

についてはページごとに進めます。一方、委員

会、特別会計、事業会計については歳入歳出と

も一括して質疑を受け付けますので、よろしく

お願いします。 

  本特別委員会では、質問の回数制限を設けま

せんが、ただ単に事業の内容を問うもの、計数

のみを問うような質問は慎んでいただきますが、

十分質疑を尽くしていただきたいと思います。 

  あわせて、本審査会の審査の場は、お願いを

する場ではありませんので、議会内でさきに申

し合わせたとおり、必ず質問で終わるように、

質疑に徹するようにお願いします。 

  なお、あらかじめ申し上げておきますが、最

終日に行う総括質疑にあっては、複数の課にわ

たる予算に関する質疑、複数の会計に関係する

質疑及び全体を通しての総括的な質疑を許すこ

ととします。このため、各課ごとの際に質問し

忘れた、再度確認したいなどの理由による質問

は、これを認めませんので、ご協力をお願いし

ます。 

  また、西和賀町議会では、タブレット端末を

使用しペーパーレス化に取り組んでおりますの

で、質問者、答弁者とも質問、答弁とする資料

とページを明確にしてから発言するようお願い

します。あわせて、質問者、答弁者は、簡潔明

瞭にお願いいたします。 

  特別委員会に出席した説明員の答弁にあって

は、課長代理まで答弁できることとしておりま

すが、答弁する説明員は挙手し、当職の許可を

得てから答弁するようにしてください。 

  初めに、特別委員会の日程については、配付

のとおり、本日から３月17日までの審査日程で

終えるようにしたいと思いますが、この際委員

各位にお諮りします。この日程で進めることに
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ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

委員長 異議なしと認めます。 

  それでは、審査日程の期間内に審査を終えら

れるように、改めて委員各位と執行機関の皆さ

んの審査に対するご協力をお願いします。 

  それでは、直ちに日程に従って審査を進めま

す。 

  初めに、町民課の審査を行います。町民課長

より予算の概要説明を求めます。 

  町民課長。 

町民課長 皆さん、おはようございます。令和７

年度予算の町民課所管の予算審査に当たりまし

て、環境衛生担当の高橋課長代理と告知端末機

器管理及び番号制度担当の佐々木主査、それか

ら住民基本台帳担当の淺田主査も同席します。

よろしくお願いいたします。また、質問のあっ

た際は、内容によっては詳細について答弁を課

長代理にさせることもありますので、あらかじ

めご承知置き願います。 

  説明させていただきます。資料は、お手元の

町民課抜粋の予算書２款、３款、４款、それと

予算説明書は22ページ、23ページとなります。

まず、歳出の２款の総務費から説明に入りたい

と思います。予算書５ページをお開きください。

下段になります。５目財産管理費は、沢内庁舎

及び公用車の経常的な管理経費となります。５

目は、総額1,305万6,000円は前年度比で68万

4,000円の減額となっております。内訳は、庁

舎管理費の1,205万円はマイナス33万円、公用

車管理の100万6,000円はマイナス35万4,000円

と、共に減額となったものです。昨年度と違う

主な点は、庁舎管理費の10節需用費の中の修繕

料におきまして、沢内庁舎の県道側にある街灯

修繕として、当初の段階で52万9,000円を予算

化している一方で、光熱水費585万6,000円は前

年度実績から84万円を減額したことに加えまし

て、６ページの中段になりますけれども、７年

度の車検が公用車で１台のみの予定であること

から、全体として減額となりました。 

  続いて、同じく６ページの下段から６目企画

費になります。地域情報通信基盤施設管理費の

関係とひかり放送に関する科目となります。６

目は、前年度比で658万3,000円の減額となって

おります。内訳は、施設管理関係の2,707万

7,000円はマイナス３万8,000円、告知端末放送

事業関係の1,054万4,000円は654万5,000円の減

額、どちらも共に減額となっておりますが、６

ページ下段から始まる施設管理費は内容に大き

な変更はありません。例年どおり委託料や使用

料が主となるもので、違いがあるとするならば、

年によって異なる10節の修繕料を当初の段階で

どこまで見込めるかという点になろうと思いま

す。この修繕料は、各世帯の引込線の故障修繕、

撤去、幹線の修繕のための費用です。例年大き

な修繕が発生した場合は、必要に応じて補正で

対応しておりますけれども、雪解けを待って早

い段階で修繕したい場合に備えまして、７年度

は当初の段階で346万7,000円を確保することが

できました。346万7,000円の内訳は、故障修理

で228万8,000円、張り替え修理で117万8,100円

となっております。 

  ７ページ、中段を御覧ください。告知端末放

送事業の13節使用料及び賃借料としてＩＰ告知

放送システム機器賃借料1,053万円とあります。

この賃借料は、センター装置機器、それと伝送

路設備機器と無停電電源装置と３種類に分かれ

ておりますが、そのうちセンター装置機器につ

いては先月末なので２月末で５年リースが終了

して、延長かけて再リースすることとしており

ます。その関係から、賃借料がリースについて

は10分の１になったことで、７年度においては

654万5,000円の減額となりました。詳細は、予

算説明書22ページでも御覧いただけますけれど

も、３種類の賃借料の内訳としてセンター装置

機器が昨年度の727万1,880円から約10分の１に

なったので、72万7,320円と、同じく伝送路設

備機器が昨年同様の728万6,400円、無停電電源
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装置が昨年度同様、251万5,920円という内容と

なっております。 

  続いて、７ページ、下段の７目は交通安全対

策費となります。前年度比で27万4,000円の増

となっております。昨年度は、なかった交通指

導車の夏タイヤ消耗品と交通指導車の車検修繕

費用を計上したことによります。 

  続いて、８ページ下段からは、２款３項１目

戸籍住民基本台帳費となります。職員人件費で

は、人事異動による調整で233万1,000円の減額

となりました。 

  ９ページから始まります。戸籍住民基本台帳

事務費は、窓口業務における消耗品や役務費、

住民基本台帳及び戸籍に関するシステムの機器

賃借料や保守委託料、それと国からの見込みと

して提示額を計上しております自治体中間サー

バ運用経費負担金等、経常的な経費、総額

5,475万2,000円を計上しております。昨年度比

で2,093万9,000円の増額となります。これは、

システム改修が主な増額の理由となりますけれ

ども、主要な部分の説明をしたいと思います。

節によっては、９ページから10ページにわたり

ます。 

  まず、11節の通信運搬費の48万9,000円は、振

り仮名の確認用の通知書の送付代として計上し

ております。 

  それから、12節委託料、戸籍情報システムク

ラウド化業務委託1,705万円となっております

が、実はこれ２本立てになっておりまして、総

務省関係と法務省関係ともに852万5,000円ずつ

の委託料を計上しております。令和６年度の時

点で、７年度の債務負担行為として予算確保し

ておりました1,700万なのですけれども、６年

度から２か年での改修事業となります。契約は、

６年度に一括して既に締結しておりまして、契

約の名称が戸籍システムクラウド化業務として

いる関係から、７年度においても同一の名称で

計上しておりますけれども、実際には６年度は

その名のとおり、戸籍のクラウド化の改修をし

ました。それを踏まえて、７年度は、情報シス

テムの標準化の改修という内容になっておりま

す。情報システムの標準化においては、総務課

のほうで国庫補助申請も含めて一括して対応し

てもらっておりますけれども、一部のシステム

改修は該当課で行うことで進めておりました。

一部のシステムの一つが町民課所管の戸籍情報

システムと戸籍附票システムの２本立てで、合

計1,705万円ということになっております。 

  それと、12節の一番下になりますけれども、

９ページの一番下になりますけれども、委託料

として戸籍振り仮名通知書作成業務 2 5 3万

8,000円、それから10ページに移りますが、同

じく12節委託料で戸籍振り仮名職権記載機能追

加業務68万2,000円、13節の使用料に移ります

が、戸籍システムクラウド利用料として636万

3,000円、10ページの13節の５つ目になります

けれども、この利用料は昨年度まであった戸籍

総合システム保守委託料とシステム使用料を一

本にまとめたもので予算化しております。 

  また、同じく10ページ中段の18節負担金にな

りますが、自治体中間サーバプラットフォーム

運用経費負担金がございます。488万7,000円と

例年並みの経費になりますが、内訳とすれば中

間サーバーの運用経費として209万6,000円と中

間サーバーの機器の更新分として279万1,000円

に分けられます。209万6,000円のほうの運用経

費は交付税として、それから機器更新分の279万

1,000円は交付金として同額が歳入科目のほう

に計上しております。また、マイナンバーカー

ド普及事業でございますが、中段から始まりま

す、この普及事業でございますが、郵便局によ

るマイナンバーカードの申請支援業務とキオス

ク端末での管理事務にかかる経費などをほかの

経常経費とは別にしたもので、総額 1 5 8万

1,000円を計上しております。 

  続いて、11ページから３款に入り、民生費に

入ります。３・１・１の社会福祉費、１目社会

福祉総務費ですけれども、12ページの中段を御
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覧ください。20節の貸付金で、消費者救済資金

貸付制度預託金として、前年度同様300万円を

計上しております。 

  13ページ上段を御覧ください。14節工事請負

費、防犯灯設置工事費21万8,000円は、新規防

犯灯２か所の設置として計上しております。 

  続いて、同じ13ページの下段から４款衛生費

に入ります。４・１・３の環境衛生費になりま

すが、さらに14ページの中段まで進んでいただ

きたいと思います。14ページ中段の３目環境衛

生費は、にしわが斎苑の管理運営費になります。

2,254万8,000円は、前年度比で168万9,000円の

増となっております。金額の大きなところで違

いがあるとすれば、10節の需用費、修繕料で340万

とあります。これは、修繕は一応毎年計画的に

実施しておりまして、内訳は排気ファンの主要

部品の交換で308万、通常の火葬場の小修繕を

見込んで12万円、それと霊柩車の車検修繕とし

て19万8,000円を見込んだものになります。12節

委託料、にしわが斎苑の指定管理料として

1,890万5,000円は、斎苑としては令和７年度は

４期目の２年目となります。昨年度と同額とな

る指定管理料でございます。 

  それから、14ページの下段から15ページにか

けては、公害対策費でございます。４・１・４

の公害対策費でございますが、12節委託料、地

球温暖化対策実行計画策定業務委託料として

600万円、記載されております。現時点で、市

町村においては、努力義務なのですけれども、

近い将来は必ず義務化されるものと想定されて

おります。岩手県の補助金が６年度、７年度の

２か年で終了するということから、歳入の財源

を見込んで７年度に策定しようとするもので計

上しました。県補助金の３分の２の400万円を

収入として見込んでおります。 

  同じく、15ページ、２項１目ごみ処理費とな

ります。前年度比で591万2,000円の減額となり

ますが、上段のごみ処理総務費の可燃ごみを広

域組合で処理している18節負担金、補助及び交

付金で岩手中部広域行政組合負担金として組合

から提示されております2,360万7,000円、当初

時点で、この負担金は予算ベースで前年度比で

比較しますとマイナスの571万円となっており

ます。要因は、不燃ごみ処理施設に関するアド

バイザリー委託料と、あと組合のごみ処理基本

計画委託料などが終了したということで、それ

の減額が挙げられます。また、毎年春に全戸配

布しているごみカレンダーについても、この事

業費から支出しておりまして、上段の10節の印

刷製本費23万2,000円がこれに当たります。 

  続いて、中段以降、ごみ処理事業になります。

こちらの事業内容は、家庭系一般廃棄物の収集

運搬、それと沢内清掃センター等の維持管理経

費を計上している部分になります。10節の需用

費、修繕料101万1,000円の項目の中身とすれば、

ごみ収集車１台の車検費用、それと架装部の年

次点検と清掃センター内にあるホイールローダ

ーの自主点検と修繕料、それとごみ収集車その

他修繕費用として、それからその他センター施

設内の小修繕費用として総額で101万1,000円を

計上しております。 

  16ページに移りますけれども、12節の5,589万

3,000円は、例年並みとなっております。最終

処分場等水質分析業務委託料198万円は、法定

検査として、この198万円には最終処分場等放

射性物質分析業務委託料59万4,000円が含まれ

ております。震災以降、毎年行われているもの

で、歳入の国庫支出金の廃棄物処理施設モニタ

リング等事業費として同額の59万4,000円が国

から財源措置されております。 

  それと、不燃物及びばいじん運搬処理業務委

託料1,348万6,000円は、不燃ごみ処理について

は民間委託とし、３年目の業務となります。一

旦清掃センターに集められた不燃物の運搬から

破砕、さらに埋立てまでを年２回程度に分けて

一括して民間委託しているものです。１トン当

たり14万円の単価で、予算で年間75トンまで可

能とした積算で計上しております。税込みで
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1,155万円となります。加えて、可燃ごみを広

域で焼却処理しておりますけれども、その際に

発生する焼却灰の処理についても、１トン当た

り３万2,000円で同じく処理してもらっており

ます。年間55トンを見込んでおりますので、税

込み193万6,000円、不燃物と合わせて合計で

1,348万6,000円を計上しております。それと、

電池処理業務委託料34万8,000円は２年目の業

務となります。 

  それから、最後に４・２・２の２目し尿処理

費は、し尿処理及び浄化槽汚泥、くみ取りトイ

レの収集運搬処理の事業となります。内訳は、

し尿処理業務委託料で584万円、10リットル当

たり80円の単価として730キロリットルを想定

しております。もう一つ、収集した後の処理は、

北上地区広域行政組合で行っておりまして、

18節負担金、補助及び交付金の分賦金として組

合から提示されている3,406万9,000円を計上し

ております。 

  続いて、歳入の説明に移りたいと思います。

予算書は、２ページへお戻りいただきたいと思

います。14款、14の２の１の１分担金及び負担

金として、これは総務管理費負担金になります

けれども、ＩＰ告知端末設置負担金70万円とあ

ります。５万円掛ける新規分14件を見込んだ積

算となります。 

  それから、15款１項使用料ですけれども、15の

１の１の１で総務管理費手数料として、情報処

理基盤施設の使用料1,018万8,000円は、ＮＴＴ

が町内でサービス提供をするために使用してい

る町の光ケーブル網を町がＮＴＴへ貸している

分、その分の賃借料としての収入となります。

また、その下、情報通信基盤施設宅内設備使用

料、いわゆる告知端末の利用料になりますけれ

ども、過年度分含みで632万円を見込んでおり

ます。 

  それと、15、２の２の２手数料、清掃費手数

料として、し尿処理手数料584万円は、歳出に

おけるし尿処理業務委託料と同額を見込んで計

上しているものであります。 

  ３ページ御覧ください。国庫補助金として、

16の２の１の１戸籍住民基本台帳費補助金につ

いて説明いたします。初めに、通知カード・個

人番号カード関連事務交付金として 1 2 2万

2,000円、これはマイナンバーカードの申請か

ら交付に係る事務経費を財源として見込んでい

るものです。10分の10の補助率の交付金となり

ます。歳出の具体的な内容は、休日や時間外交

付の人件費、それと郵便局への委託料から郵送

費、それとマイナーアシスト、機器になります

けれども、それの保守料金などになります。１

行下の社会保障・税番号制度システム整備費

279万1,000円ですけれども、歳出でも触れまし

たけれども、中間サーバーの機器更新分の費用

と同額を交付金として財源充当しているものに

なります。見込額ということで国から提示され

ている金額となります。さらに１行下の戸籍住

民基本台帳整備費として補助金370万8,000円に

おいても、歳出で触れた法改正に伴う戸籍シス

テム改修費用について10分の10を見込んだもの

となります。 

  それと、16の２の３の１保健衛生費補助金の

廃棄物処理モニタリング等事業費59万4,000円

は、歳出における清掃費内の最終処分場等水質

分析業務委託料198万に含まれている廃棄物処

理施設モニタリング等事業費59万4,000円の、

国から財源措置されている同額の部分となりま

す。 

  17の２の３の１保健衛生費補助金、地球温暖

化対策実行計画等策定事業費400万円は、県補

助金になります。歳出における同計画書作成業

務委託料の３分の２の補助率で計上したものと

なります。 

  それから、諸収入、22の３の１の１社会福祉

費貸付金元利収入の消費者救済資金貸付金の元

利収入300万円は、歳出、社会福祉費の中で預

託金として支出しているものの返還先がここの

部分となります。 
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  町民課における歳出と歳入の概要は以上とな

ります。よろしくお願いします。 

委員長 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。初めに、歳入に関

する質疑を一括で許します。質疑ありませんか。 

（なしの声） 

委員長 それでは次に、歳出に関しページごとに

質疑を進めます。 

  ５ページ、質疑ありませんか。 

（なしの声） 

委員長 進めます。６ページ、質疑ありませんか。 

（なしの声） 

委員長 進めます。７ページ、質疑ありませんか。 

  真嶋実君。 

２番  告知端末の事業についてでございますけ

れども、先ほどリース満了に伴い、再リースで

減額になったということで、まず説明がありま

したけれども、基本的に３つの部門から構成さ

れているということで、次年度についての直接

的なところは理解しましたけれども、残る２つ

の部門などを想定すると、今後このようなリー

スの基本的な金額が大きく変わっていくことは、

この後の計画としてはどのようになっているの

かということ。 

  それから、あとは、リース満了後の再リース

でかなり金額が低くなっていきますけれども、

その後さらに更新などについて含めて、少し長

いスパンでの今後の予算の考え方をお聞かせく

ださい。 

委員長 町民課長。 

町民課長 では、回答させていただきます。 

  それぞれの機器のリースの更新サイクルにつ

きましては、基本的に電算機器と言われるコピ

ー機であったり各種システム機器や、その他周

辺機器などと同様に５年リースが基本とされて

います。今ご質問いただきました告知放送に関

する特殊な機器についても、基本的にはこれま

で５年のベースでリースをしてきました。ただ、

その際、一般的には、対象機器の消耗度や劣化

の状況を見て、延長が可能なものは基本的に、

コスト削減のために許す限り、１年から２年と

か、ある意味、物によっては３年とか延長を繰

り返して対応しております。その関係から、そ

れぞれの更新時期がずれてきておりまして、毎

年度同額の予算計上ではないという状況になっ

ております。業者との相談になりますけれども、

可能であれば令和８年度も継続使用はしていき

たいと思っております。また、この３つの機器

のうち伝送路設備機器についても５年なのです

けれども、これは令和９年２月で５年が終わる

わけです。 

  なので、もう一つの無停電電源装置、これい

わゆるＵＰＳなのですけれども、ＵＰＳは令和

11年の……すみません、無停電電源装置につい

ては、11年１月までというふうにずれておりま

して、基本的に無停電電源装置についてはあま

り延長というものは期待できないのですけれど

も、それぞれの予算時期に終了するのか、延長

するのかは、またそれぞれ判断していきたいと

いうふうに思っております。根本的なシステム

の更新につきましても、これとはまた別の話に

なるのですけれども、現在役場内で、ＤＸの検

討部会で一定の結果が出てからというふうに思

っておりますけれども、令和７年度で関係課と

次期システムの方針について検討組織を立ち上

げていきたいというふうに考えております。 

委員長 真嶋実君。 

２番  丁寧な説明ありがとうございました。ま

た、再リース、延長ということで経費節減にも

努められているということをよく理解できまし

た。 

  その上で、リースで契約して進めていくとい

うのは、基本的に費用の平準化を求めてという

ことになると思いますので、今後ともその点も

含めて節約ということで計画を進めていただけ

ればと思います。ありがとうございました。 

委員長 真嶋実君に申し上げます。質問で終わる

ようにお願いいたします。改めて質問し直し。 
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２番  ということで、それでは平準化に向けて

の考え方をお伺いします。 

委員長 町民課長。 

町民課長 平準化に向けてということなのですけ

れども、やっぱり今説明したとおり、自前で購

入した状態でいきますと、更新時期にまた莫大

な金額がかかりますので、リースで平準化に努

めてきたということですので、基本的に財産は

自前で持たないで、システムのクラウドもそう

なのですけれども、できるだけ金額に波が立た

ないような形でいきたいということで、これか

らもリースでいきたいなというふうに考えてお

ります。すみません。 

  以上です。 

委員長 ほかに質疑ありませんか。 

（なしの声） 

委員長 進めます。８ページ、質疑ありませんか。 

（なしの声） 

委員長 進めます。９ページ、質疑ありませんか。 

  普本歌織君。 

３番  下のほうの戸籍総合システムクラウド化

業務委託料の1,705万円のところです。先ほど

も詳しい説明いただいたのですが、令和６年度

の当初予算では211万2,000円から額が大きくな

っているように見える。そのところの説明をお

願いしたいと思います。 

  それと、加えてこれ具体的にはどういった事

業かというところを教えてください。 

委員長 町民課長。 

町民課長 お答えします。 

  クラウド化事業というのは、戸籍に関して言

えば、実際にサーバー室に自前のサーバーを設

けて、自分たちで管理して、自分たちでＵＰＳ

つけて、データをバックアップしてというやり

方が今までは基本だったのですけれども、何か

あったときにリスクが高いので、それを業者だ

ったりに委託してデータを管理してもらうと。

なので、自分たちではデータを持たない。業者

にデータを蓄積するのですけれども、業者にあ

るということで、日常の管理自体も業者にやっ

てもらうことになります。私たちは、それを使

用して、使用料を払って管理してもらうという

ことになるので、リスクを、負担を軽減させる

ために、クラウド化というのが大体今いろんな

システムでもスタンダードになってきておりま

す。それに戸籍についてのクラウド化は、去年、

６年度でやったのです。 

  今年やるシステム標準化というのは、全国共

通でデータの管理を統一したものにしていきま

しょうという国の流れに乗って改修するものな

のですけれども、システム自体が多岐にわたる

ので、例えば住民情報システムだったり、税金、

健康福祉課で言うと国保、介護、後期とか、い

ろんなシステムあるのですけれども、そちらの

ほうのデータ管理を標準化して同じような管理

にしていきましょうと。住民にとっては、あま

り変わらないのですけれども、関係あるとすれ

ば住民票を出したときにどこの市町村で出して

も同じレイアウトで出てくるというような、分

かりやすいところで言うと、そういうことにな

りますけれども、改修があったりした場合でも

同じような改修を各市町村でやるだけで、それ

を今度クラウドになっているとすれば、もっと

各自治体での負担が少なくなってリスクを避け

るということからも、標準化していきましょう

よという流れになっているものの改修を７年度

でやっていこうという改修内容になりますけれ

ども、大ざっぱに言うとそういう内容なのです

けれども、システムの内容が多岐にわたってい

るので、その部分について総務課のほうでまと

めてやっていただきます。 

  何で町民課だけ自分たちで改修するのかとい

いますと、戸籍のシステムだけ別の業者に頼ん

でやっているので、住民情報システムとか国保

関係、全てグループウェアも含めて１つの業者

でうちの町は管理していただいているのですけ

れども、その関係から総務課でまとめてやって

いただいておりますが、戸籍については別の業
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者なので、それについては町民課で対応してや

っているというところになります。なので、町

民課の予算の中に改修費用が乗っかってきたと

いう内容になります。 

  以上です。 

委員長 普本歌織君。 

３番  ということは、大幅にシステムが変わっ

たことによって、予算も多く計上されていると

いうことでいいですか。 

委員長 町民課長。 

町民課長 大幅にといいますか、標準化について

の改修費用を、昨年度にはない内容なので、今

年度……総務省関係と法務省関係とありますけ

れども、同じことをやろうとしているので、金

額がちょっと重なっていますけれども、1,700万

かかるということでのせております。 

委員長 普本歌織君。 

３番  もう一つだけ、業務の効率化ですとかデ

ータの管理、リスク管理というふうに先ほど答

弁がございましたけれども、例えば庁舎が災害

に遭ったときにもデータ守られるとか、そうい

うリスクのことと捉えていいでしょうか。 

委員長 町民課長。 

町民課長 それもありますし、日々のサーバーの

管理も必要なくなっている部分があるので、そ

の分も軽減になっていると思います。 

委員長 普本歌織君。 

３番  同じページの別の項目についても聞いて

いいですか。一番下の戸籍振り仮名通知書作成

業務委託料、この事業の内容をもう少し詳しく

教えてください。 

委員長 町民課長。 

町民課長 今年度、先ほど言いましたクラウド化

と標準化の改修とは別になるのですけれども、

戸籍のほうにも振り仮名を振るというのは、前

から言っている改修内容なのですけれども、７

年度に行いますが、既に住民基本台帳のほうに

振られている振り仮名のデータを基に、それを

戸籍のほうに移すという作業をします。それの

業務委託料として253万8,000円が委託の内容と

なります。 

委員長 普本歌織君。 

３番  では、振り仮名を振る、その作業を先ほ

どのクラウド化を委託した業者にそこも委託す

るというようなことですか。 

委員長 町民課長。 

町民課長 そうなります。 

委員長 真嶋実君。 

２番  今の通知書のことですけれども、私この

事業の名前を見たときに、通知書作成というこ

とだったので、振り仮名が住民基本台帳から戸

籍に移ったことを本人に知らせるとか、そうい

う通知の作業なのかなと想像していたのですけ

れども、そことは関係ないのか確認です。 

委員長 町民課長。 

町民課長 すみません、ちょっと説明がうまくい

かなくて。作業してもらうのですけれども、そ

れを住民にも確認取ります。これは、通知を作

って、出来上がったものをこちらから町に本籍

がある方に送ります。その通知書を作ってもら

う作業がこの委託料になります。その上にある

通信運搬費でもって郵送代を設けているという

ところになります。すみません、分かりづらく

て。 

委員長 ほかに質疑ありませんか。 

（なしの声） 

委員長 進みます。10ページ。 

（なしの声） 

委員長 進みます。11ページ。 

（なしの声） 

委員長 進みます。12ページ。 

（なしの声） 

委員長 進みます。13ページ。 

（なしの声） 

委員長 進みます。14ページ。 

  刈田敏君。 

１１番 にしわが斎苑の修理費ですけれども、排

気ファン、これは耐用年数なのか不具合になっ
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たのか、これ今回の予算で完結するのか、その

辺をお伺いします。 

委員長 高橋課長代理。 

町民課長代理 排気ファンについてなのですけれ

ども、当初から計画修繕ということで予定には

入っているのですけれども、経年劣化というと

ころでインペラーと呼ばれる排気ファンの空気

を送る羽根の部分があるのですけれども、それ

がやっぱり火葬の火力といいますか、熱によっ

て劣化が進んでおります。それの更新というこ

とになりますので、今回まず修繕して、またし

ばらくの間はそれを持ちこたえるような形で修

繕を考えておりました。 

  以上です。 

委員長 刈田敏君。 

１１番 これ使う頻度にもよると思うのですけれ

ども、おおむね何年ぐらいの見込んでいるのか

ということと、あとはそろそろ大分施設も古く

なってきているので、大改修等もあると思うの

ですけれども、計画的に行くということであり

ますけれども、そのほかにもまだ大きなやっぱ

り修理が必要になっているのか、その辺をお伺

いします。 

委員長 高橋課長代理。 

町民課長代理 委員さんのお話のとおり、やはり

もう10年経過して、施設のほうも若干傷みが出

ている部分もございます。それに関して言うと、

建設当時から計画修繕という形で考えておりま

して、今回の排気ファンについても約10年サイ

クルを見込んでいるところとなります。この先、

使用頻度によってはどうなっていくのかという

ところもありますけれども、その他、あとは炉

のバーナーとか、それからご遺体を載せていく

台のセラミック等の更新は、随時また劣化の具

合に応じて修繕していくという予定になってお

りました。 

  以上です。 

委員長 刈田敏君。 

１１番 修繕費についてはいいです。 

  もう一つ、指定管理について関連することな

のですけれども、ずっと求人募集が続いていま

した。それに関しては、ある程度、担当課とし

てもいろいろ相談に乗っているのか。その辺と、

それによって問題等は起きていないのか、その

辺はちょっとお伺いいたします。 

委員長 高橋課長代理。 

町民課長代理 皆さんにご心配をおかけしていま

すけれども、求人の募集のほう、これまでも継

続しておりました。現時点で、取りあえず委託

先、指定管理先のほうで従事員さんをにしわが

斎苑のほうにも回していただきながら、火葬業

務については問題なくやっていただいているの

ですけれども、やっぱり地元の方といいますか、

近い方を探しているところで、それについては

指定管理先のところと、こういう方がいますと

か、そういった情報交換をしながらやってはお

るのですけれども、なかなか見つからないとい

う状態でしたので、今後も継続してそういった

ところを探していきたいなというふうには思っ

ているところです。 

委員長 刈田敏君。 

１１番 地元等からも欲しいということで、やっ

ぱり人手不足というのがあると思うのですけれ

ども、それは何とかクリアできるようにしてい

ただければと思いますけれども、もう一点お伺

いしたいのですけれども、指定管理について新

聞報道があったある自治体で、指定管理の入札

についてちょっとトラブルというか、問題あっ

たので、その辺はどのようにか課としては考え

ているというか承知しているのか、その辺をお

伺いいたします。 

委員長 高橋課長代理。 

町民課長代理 私もその報道のほうで、その情報

は確認しまして、やはり町の意向というところ

もあるのでしょうけれども、私どもの町に関し

て言いますと、指定管理に関して言うと、特に

現時点で問題発生しておりませんので、そうい

うこともあるのだという、ちょっとこちらも驚



 

- 156 - 

きの状況ではありました。指定管理をぱっと替

えるというのは、なかなか、入札というか、そ

ういう形ではありますので、そういうこともあ

り得るのでしょうけれども、ちょっとなかなか

詳しいところまで私も聞き入れてはいないので、

うちも指定管理については十分に指定管理先と

情報交換しながら、次期に向けてはいきたいと

いうふうに思っております。 

委員長 真嶋実君。 

２番  それでは、私からは、公害対策事業の地

球温暖化対策実行計画策定業務委託事業につい

て伺います。 

  背景については、先ほど、現在努力義務であ

るものが今後義務化されることを想定してとい

うことまでは理解しました。その上で、計画対

策が実際にはどのような内容の計画になるのか、

そして町民、町内企業等にどのような影響を与

えるような計画になるのかについて、まだこれ

から決める計画でしょうけれども、想定される

範囲でお知らせください。 

委員長 高橋課長代理。 

町民課長代理 地球温暖化対策実行計画というこ

とで、今県内では取り組んでいるということは

先ほど課長のほうからも申し上げたとおりです。

地球温暖化というか、2050年にゼロカーボンと

いうことで国のほうが施策を示しております。

それに基づいて、各自治体が、ではどう取り組

んでいくのだというところで計画のほうを我々

も着手しようとしているのですけれども、西和

賀町がまず抱えている二酸化炭素の排出量とか、

そういったところをまずは調査していくと。そ

れから、今後、では二酸化炭素をどうやって抑

制していくのかというところを、まずは現時点

で町が持っているとか抱えているところを、そ

れをまずは調査するというのが１つです。 

  そして、それに基づいて、町民にはどういっ

たことをお願いしていったらいいのか、事業者

にはどういったことをお願いしていったらいい

のかというところを今回調査の中で見つけ出し

ていくというところになっています。 

  結論とすると、2050年のゼロカーボンという

ところを目指してということにはなるのですけ

れども、詳しい資料についてはまだ私もこれか

ら内容を詰めていこうとは思っているのですが、

基本的にはまず西和賀町で排出している二酸化

炭素についての分析を行うというふうに考えて

います。 

  以上です。 

委員長 真嶋実君。 

２番  そうしますと、町そのものが業務として

行っている範囲とか、企業さんが行っている業

務という範疇を超えて、例えば町全体の森林や

農耕地、そういうことのＣＯ２の出入りなども

含めたような計画になるということでしょうか。 

委員長 高橋課長代理。 

町民課長代理 調査の段階では、これまで先行し

ている自治体の状況を見ますと、やはり持って

いる森林の二酸化炭素の吸収量とか、そういっ

たところも調査の対象というふうにしておりま

したので、我々は５万ヘクタールほどあるかと

は思います。そういった点からすると、うちの

吸収量はかなり大きいものと見ているので、ほ

かの自治体の区域計画とかと、またどういう違

いが出てくるのかというふうなのが逆に期待さ

れる部分もあるのかなというふうに見込んでお

ります。 

委員長 唐仁原俊博君。 

６番  先ほど刈田委員のほうから質問をしてい

たにしわが斎苑の管理運営費についてなのです

けれども、計画的に修繕を行っているという話

でしたが、今回、二、三百万ほどの額になって

いて、交換する物とかによっては額の多少の変

動はあると思うのですが、額についても大体こ

のぐらいの額で毎年計上していこうというふう

な考え方なのでしょうか。 

委員長 高橋課長代理。 

町民課長代理 失礼しました。この先の修繕計画

ということで、これは予定という形にはなるの
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ですけれども、令和15年あたりまでの計画修繕

という形で、あくまでも炉に関しての部分です。

建物に関しては、またちょっと別な、随時修繕

が発生したときに対応していくものとしていま

して、火葬炉の修繕については計画修繕という

形でやっているのですけれども、７年度に関し

ては300万ぐらいというふうに考えておりまし

たし、近いところで８、９、10というところで

は約130万とか200万程度の修繕を見込んで今後

は修繕していくというふうに考えております。

また、５年後ぐらいになると、ちょっと炉自体

のバーナーとか、大きな修繕が入ってきますの

で、その辺りになるとまた若干金額が上がって

いくかなというふうな予定でおりました。 

委員長 唐仁原俊博君。 

６番  計画に関しては、あくまでも計画の段階

だと思うのですけれども、この予算に限ったこ

とではないのですが、こういうことで考えてい

るよという部分もできる限り公開していったほ

うがいいのではないかなと思います。特に自前

の施設で、ほかのケースからも、大体こういう

スパンでお金がかかってというのが分かってい

るのであれば、今おっしゃっていただいたみた

いな、15年度までにこういう費用がかかります

よみたいなことを現時点では公開する予定はな

いですか。 

委員長 町民課長。 

町民課長 これまで外部からそれについて公開を

求められたことがないのですけれども、うちの

ほうで管理していく上で把握しておけばいいの

かなという形で考えてはおりました。ただ、財

政サイドというか、財政のほうにはこういう形

でやっていきたいと思っているので、いついつ

このぐらいかかるよというスケジュールとして

は出してはいますけれども、外部に対してと、

今までちょっと考えたことなかったので、必要

に応じて出せるものであれば公開してもいいの

かなというふうに思っております。 

委員長 ほかに質疑ございませんか。 

（なしの声） 

委員長 進めます。15ページ。 

（なしの声） 

委員長 進めます。16ページ。 

  刈田敏君。 

１１番 16ページの土地借上料に関して、ちょっ

とお伺いしますけれども、これの場所と規模で

す。 

  それと、関連して上のコンテナ借上料という

ことで、これに関連するのかなと思うのですけ

れども、コンテナをどういう使用をしているの

か、その辺お伺いします。 

委員長 高橋課長代理。 

町民課長代理 先に土地の借り上げについてお話

ししたいと思います。 

  土地の借上料についてなのですけれども、も

ともと川尻、廻戸にありますごみ処理場、元の

焼却場だったのですけれども、そちらの敷地の

土地借用料という形になっておりまして、面積

で言いますと2,463平米という形で土地のほう

を借り上げております。 

  それから、コンテナについてなのですけれど

も、コンテナについては、町で瓶類の回収をす

るのですけれども、その瓶を一旦沢内清掃セン

ターにストックしているのです。そこにストッ

クしているためのコンテナになります。 

  以上です。 

委員長 刈田敏さん。 

１１番 瓶だとすれば、かなりの量になるのかな

と思うのですけれども、あと昨年よりも若干増

えているのはコンテナを替えたのか、それとも

料金が上がったのか、その点お伺いします。 

委員長 高橋課長代理。 

町民課長代理 やはり価格転嫁といいますか、そ

ういったところで料金のほうが上がったという

ところになっております。 

  以上です。 

委員長 ほかにありませんか。 

（なしの声） 
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委員長 それでは、全体を通して質問し忘れ等あ

りませんか。 

（なしの声） 

委員長 発言がないようですので、お諮りをいた

します。 

  これで町民課が所管する一般会計の審査をひ

とまず終わりたいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

（異議なしの声） 

委員長 異議なしと認めます。 

  次の観光商工課の審査に移るため、10時40分

まで休憩いたします。 

午前１０時３３分 休   憩 

午前１０時４０分 再   開 

委員長 休憩を解き審査を再開します。 

  次に、観光商工課の審査を行います。観光商

工課は、一般会計のほかに温泉事業特別会計も

ありますので、併せて審査します。観光商工課

長より予算の概要説明を求めます。 

  観光商工課長。 

観光商工課長 おはようございます。それでは、

令和７年度観光商工課所管の予算編成につい

て、概要等を説明させていただきます。 

  一般会計歳入歳出予算は、令和７年度一般会

計予算歳入歳出明細書にてご説明申し上げま

す。また、事業ごとの詳細は、西和賀町予算説

明書にてご確認をいただきます。 

  では、初めに一般会計についてです。まずは、

歳出について説明いたしますが、関連する歳入

はその時々で併せてご説明いたします。歳入歳

出明細書４ページをお開きください。５款労働

費、１項１目労働諸費、労働対策総務費、18節

負担金、補助及び交付金は、北上雇用対策協議

会負担金等各種負担金です。勤労者生活安定事

業の20節貸付金、勤労者生活安定資金貸付金は、

予算説明書66ページ上段にその詳細がございま

す。中小企業退職共済事業の18節、退職共済助

成金は、予算説明書66ページ下段に、また若年

者ふるさと就職支援事業の18節、若年者ふるさ

と就職支援補助金は予算説明書67ページ上段に

詳細を記載しております。なお、歳入について

ですが、歳入歳出明細書２ページをお開きいた

だき、下段のほうにございます22款諸収入、３

項２目労働費貸付金元利収入の労働金庫預託金

元金収入は、貸付金600万円に対し年度末に精

算し、同額の返金を受けるものとなります。 

  それでは、歳出に戻ります。続きまして、歳

入歳出明細書４ページ下段の６款農林水産業費

となります。２項４目林業者施設費は、令和２

年度から当課において施設管理を行っておりま

す焼地台公園の維持管理となります。 

  ５ページ、12節委託料の焼地台公園の指定管

理料やスポーツスライド点検業務委託料の予算

となります。予算説明書では、67ページ下段に

詳細を記載しております。なお、歳入について

ですが、歳入歳出明細書２ページ上段にござい

ます15款１項４目農林水産業費使用料の焼地台

公園内施設使用料を見込んでおります。 

  ５ページにお戻りください。７款商工費とな

ります。１項１目商工総務費、商工総務事務費

です。次ページお開きいただきまして、上段、

18節負担金、補助及び交付金、公益財団法人い

わて産業センター負担金など４団体への負担金

でございます。 

  続きまして、２目商工振興費ですが、ふるさ

と館管理運営費は、ほっとゆだ駅前、商工会館、

湯夢プラザのＷi―Ｆiに係る通信費と町所有分

の管理委託料となります。ふるさと館管理運営

費は、予算説明書では68ページ上段に、中小企

業融資事業は下段のほうに、歳入歳出明細書６

ページ、７ページの商工振興費臨時事業は予算

説明書69ページの上段に詳細を記載しておりま

す。昨年度と同様に、引き続き新たなビジネス

にチャレンジする方への支援として新ビジネス

チャレンジ事業、外国人実習生などを受け入れ

る企業への支援として外国人材受入企業等支援

事業や、創業を目指す方への下支えとなる創業

等支援事業を進めてまいります。 
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  それでは、歳入歳出明細書７ページにお戻り

いただき、北上地区勤労者福祉サービスセンタ

ー事業は予算説明書69ページ下段に詳細がござ

います。また、新型コロナウイルス緊急資金利

子補給などにより負担することとした利子分に

ついて、西和賀町新型コロナウイルス感染症対

策利子補給基金から継続補給を行います。詳細

につきましては、予算説明書70ページ上段にご

ざいますので、ご確認願います。なお、関連し

ております歳入は、歳入歳出明細書２ページ、

15款１項５目商工費使用料のふるさと館施設使

用料と、同じページの下段にあります20款１項

１目基金繰入金、新型コロナウイルス感染症対

策利子補給基金から歳出と同額を繰り入れるこ

ととしております。また、22款３項４目商工費

貸付金元利収入の中小企業振興資金貸付金元利

収入でありますが、これは貸付けしていた

1,000万円の戻入収入となります。 

  続きまして、歳入歳出明細書７ページ下段、

３目観光費、観光事務費、１節報酬は、観光商

工推進協議会委員報酬、10節需用費の印刷製本

費は既存パンフレットやリーフレットの増刷を

行うものです。11節役務費の広告料は、新聞、

雑誌等へ各種イベント等を掲載する予算となり

ます。 

  ８ページ、観光施設管理運営費、12節委託料

は、各観光施設の指定管理料や委託料となりま

す。 

  ９ページ、13節使用料及び賃借料のプリセッ

トカウンター借上料は、第二次観光振興計画に

よる適正な観光統計値を把握するため、実際の

入り込み客数との差異を計測したいことから、

令和６年度に引き続き予算措置をするものでご

ざいます。詳細については、予算説明書70ペー

ジ下段に記載しております。ここで、関連して

おります歳入につきましては、歳入歳出明細書

２ページ上段にあります15款１項５目商工費使

用料では、各施設の指定管理者等が行う実施事

業などに係る施設使用料収入や入浴料を計上し

ております。 

  続きまして、歳入歳出明細書９ページ、観光

費臨時事業は、イベント関連それぞれの開催実

行委員会や団体への補助金となっております。

詳細は、予算説明書71ページ上段を御覧くださ

い。 

  歳入歳出明細書、同じく９ページ、観光協会

助成事業の詳細は予算説明書71ページ下段にご

ざいます。 

  続いて、歳入歳出明細書、同じく９ページで

すが、自然環境保全事業、予算説明書72ページ

上段に詳細を記載しております。 

  同じく観光資源環境整備事業は、予算説明書

72ページ下段にありますが、町内の登山道や散

策道、園地など、屋外観光施設の維持管理とな

っており、川尻総合公園内のあやめ園や貯砂ダ

ム管理、廻戸釣公園などの整備、管理を実施い

たします。なお、本事業には、歳入として歳入

歳出明細書の２ページ、16款３項３目商工費委

託金、湯田ダム（川尻地区）除草作業等委託金

として国土交通省から受託し、川尻湖畔公園、

川尻総合公園付近の草刈り等を実施するものと

なっております。 

  歳入歳出明細書11ページですが、観光振興計

画推進事業の12節委託料、観光コンサルティン

グ業務委託料は、令和４年度から進めておりま

す同計画の進捗を図るため、情報収集分析や令

和７年度から８年度の具体的な取組を示す第二

次アクションプラン策定などを委託しようとす

るものです。 

  予算説明書は、73ページ上段となります。歳

入歳出明細書、同じく11ページ下段から12ペー

ジは、地域おこし協力隊招聘事業についての予

算となっており、詳細は予算説明書73ページ下

段にも記載しております。 

  歳入歳出明細書12ページの川をいかしたまち

づくり事業については、無地内地区整備設計業

務委託を計画しております。詳細は、予算説明

書74ページ上段を御覧ください。 
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  歳入歳出明細書12ページの下段、自然公園保

護管理委託事業の詳細につきましては、予算説

明書74ページ下段にございます。また、関連す

る歳入につきましては、歳入歳出明細書２ペー

ジ中段にあります17款３項３目の県支出金、自

然保護指導員設置委託金と自然公園保護管理委

託金で、県からの委託を受けて実施しておりま

す。 

  歳入歳出明細書12ページにお戻りいただきま

して、温泉事業、27節繰出金、温泉事業特別会

計繰出金が記載しておりますが、詳細につきま

しては温泉特別会計にて改めて説明させていた

だきます。なお、温泉事業の予算説明書75ペー

ジをご確認いただきますと、詳細を記載してお

ります。 

  以上で観光商工課一般会計の歳入及び５款労

働費、６款農林水産業費及び７款商工費の歳出

概要説明となりますので、ご審議のほどよろし

くお願いいたします。 

  以上です。 

委員長 観光商工課長の説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。初めに、歳入に関

する質疑を一括で許します。質疑ありませんか。 

（なしの声） 

委員長 次に、歳出についてページごとに質疑を

進めます。４ページ、質疑ありませんか。 

（なしの声） 

委員長 進めます。５ページ、質疑ありませんか。 

（なしの声） 

委員長 進めます。６ページ、質疑ありませんか。 

  真嶋実さん。 

２番  商工振興費臨時事業の中の新ビジネスチ

ャンス事業補助金、そしてページ、正確には６

ページから次の７ページにかかってしまいます

けれども、創業等支援事業費補助金も同じ趣旨

で質問をさせていただきたいと思いますので、

お願いします。 

  この２つの事業については、これまでの継続

ということで説明書のほうにも載っております

けれども、両事業とも新しいビジネスや創業す

るというと、かなり実際、事業主体にとっては

ハードルが高いことに、こちら町のほうで助成

をしていくことになるかと思いますけれども、

この事業のこれまでの執行状況や、執行の効果

についてどのような分析を行っているか。その

中で、特に私気になるのが農業なんかで言うと、

専業、兼業という言い方になりますけれども、

ほかの事業においても本当に主業でやり続けら

れるのか。特に産業面と同時に、移住、定住と

いうような側面も、こういうものには出てくる

かと思うのですけれども、そのときに兼業をし

ながら、何か新たな仕事を起こしていくという

ようなパターンも出てくると思いますけれども、

そういうことを含めて、新しい仕事をつくって

いくことに対する助成事業をどのように分析し

て、またどのようにフォローしながら、これま

で進めてきたのか。その上で、今後の事業をど

う展開しようとしているかについてお伺いしま

す。 

委員長 為田課長代理。 

観光商工課長代理 それでは、まず予算説明書６

ページの新ビジネスチャレンジ事業費補助金に

ついて、どのように執行状況の分析ですとか、

フォローの状況について説明いたします。 

  執行状況につきましては、直近３年間の状況

につきまして、予算に対して50％から95％の執

行状況となっております。新ビジネスチャレン

ジ事業の採択に当たりましては、認定審査委員

会を開催し認定の有無を協議していただいてお

り、認定すべき事業所等を町長に報告し決定と

なるというルートになっております。認定審査

会を経て執行しているため、執行状況は問題な

いかと思っております。 

  新ビジネスチャレンジのフォローにつきまし

ては、採択された翌年度から３年間の成果報告

書を提出していただくということになっており

ますし、事業所訪問や状況確認、こちらは電話

等の口頭になってしまうのですけれども、そち
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らも行っております。 

  今後についても、町内の中小企業者が新たな

産業技術ですとか新商品開発、ビジネスモデル

による新規創業の創出活動に対し補助を行って

いく予定でございます。 

  もう一件、予算説明書の７ページの創業支援

事業費補助金につきましては、直近の執行状況

につきましてはほぼ100％ということになって

おります。こちらは、創業の時期がありますの

で、審査会等は行わず、町内の商工団体の事業

計画書に基づき計画を立てていくということに

なります。金融機関においても、そのようなこ

とを行っていただいております。事業計画書が

ございますので、執行の状況は問題ないかと思

われます。こちらも翌年度から３年間の成果報

告書を提出していただいております。なかなか

創業ということでハードルが高いのですけれど

も、事業計画を基に、商工団体や金融機関と連

携をしながら、よりよく事業を展開していける

ようにフォローしております。こちらも事業所

訪問ですとか状況確認を行っている状況でござ

います。 

  今後も、連携しながら、フォローしながら、

状況を確認し、この事業も続けていく予定でご

ざいます。 

  以上です。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 今の説明で事業内容は十分ご説明

というか、ご理解いただけたというふうに思い

ますが、創業支援につきましても、移住、定住

施策というような部分で、若年層がまず町の中

で事業を起こすというようなところからの意味

合いも強いものですし、あと新ビジネスチャレ

ンジにつきましても、既存の事業者が新たな分

野に挑戦するというようなところで、ニーズに

沿いながら、補助金の要綱等も見直しを図りな

がら、調査を行った後に、実際開発に携われる

ような形を取ったりとか、あとは車両というよ

うな部分で本来あんまり車両についての補助金

というのはないのですが、まずそういう専用性

のある車両、例えばキッチンカーの導入とか、

そういう部分の申請についても対応できるよう

な形で変えながら、まず町の事業の発展をとい

う形で進めているものです。 

  以上です。 

委員長 ほかにありませんか。 

（なしの声） 

委員長 進めます。７ページ。 

（なしの声） 

委員長 進めます。８ページ。 

（なしの声） 

委員長 進めます。９ページ。 

  刈田敏さん。 

１１番 錦秋湖マラソン事業費補助金がプラスに

なっていますし、北日本雪合戦に関しては経費

等かなと思うのですけれども、この２つがまず

令和６年度より上がっていますけれども、この

辺、説明をお願いします。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  まず、錦秋湖マラソンにつきまして補助金の

総額ということですが、こちら例えば様々な物

資の上昇とか、あとは郵便料が上がったという

ような部分もございますが、公認コースの更新

というのがございまして、こちらがまず７年度

までということになっております。ただ、８年

度になりまして、マラソン自体が５月からとい

うようなこともあるので、７年度中に公認コー

スの更新というものが必要になるというふうに

捉えての予算措置でございます。なお、ただ公

認コース自体というものが実際に本当にマラソ

ンを選ぶに当たって、選手の皆さんがそういう

ことを重視するかというような部分の判断もし

たいということで、今回アンケートを実際に走

る方から取りながら、改めてちょっとそこは考

えていきたいというふうには思っているところ

です。 

  あと、雪合戦につきましては、主に委託料、
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ＩＢＣの委託というような形で運営を行ってお

りますが、主な増となった費目といたしまして

は印刷費ですとか、看板設置等の費用、レンタ

ル品のテントとか重機等の借上料の増というよ

うな部分が増要因となっております。 

  以上です。 

委員長 刈田敏さん。 

１１番 コースについてアンケートを取ってとい

うことですけれども、町としてはやっぱり公認

コース比べた場合に、これまでの過去を振り返

って、どのような考えかということをあれば、

その辺をお伺いします。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  マラソンの30キロコースにおいての公認コー

スというのは、近隣ではなかなかないというこ

とでの差別化は図られるというふうに捉えてお

りまして、まずどちらかというと、そういう記

録を重視する選手がより多く参加するようなメ

リットがあるというふうに捉えております。基

本的には、今回予算計上させていただいており

ますので、公認を取りたいという形で進めさせ

ていただきたいとは思っております。 

  以上です。 

委員長 真嶋実さん。 

２番  観光協会助成事業ですけれども、前年に

比べて424万7,000円増額ということになってお

りますけれども、増額の詳細を教えていただき

たいと思います。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  観光協会の増額の理由ということでございま

すが、観光協会の人員体制強化というような部

分も視野に、これまでは観光協会の事務局長と

いうのは会計年度任用職員として、町のほうの

職員の位置づけで派遣をするような流れでした

が、令和７年度からにつきましては観光協会が

採用する職員というような形で、より観光協会

の働き方に沿った、そういうふうな体制を築き

たいということで、その分が補助金の中に移っ

たという部分が大きいというふうに思います。 

  あとは、観光協会の各種事業につきましても、

幅広く情報発信から誘客につながるような部分

で予算措置をさせていただいておりますが、大

きくはその分の額の総額となります。 

  以上です。 

委員長 真嶋実さん。 

２番  そうすると、今期でたしか特命主幹さん

が退任されるかとお聞きしていましたけれども、

その後について、町からのという形での人事の

形ではなく、もう観光協会が自ら手配をしてい

くという形に変わるのでしょうか。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  まず、観光協会が採用する職員という形でな

ります。 

  以上です。 

委員長 唐仁原俊博さん。 

６番  観光費臨時事業の中のジャパンキャンピ

ングカーラリー協賛金ですけれども、今回新た

に計上されているかと思います。事業の内容を

教えてください。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  こちらにつきましては、新規の取組というよ

うな形になるのですけれども、くるま旅クラブ

というキャンピングカーの会員制のクラブがご

ざいまして、登録数が２万人ほどいるというよ

うなものでございます。内容的には、会員参加

型イベントということで、１か月間のラリー開

催を行って、全国のチェックポイントを巡って

デジタルスタンプラリーというものを開催する

というものです。最終日にゴールイベントを実

施するというのが流れですが、その会場が西和

賀町ということでご提案をいただいたという部

分になります。実際にかかる協賛的な費用とい

う部分については、主に閉会式会場の手配です

とか飲食店の提供の部分にかかるとか、歓迎の
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そういうふうな部分にかかる費用というような

ところで予算措置をさせていただきたいという

ふうに思っているものでございます。大体キャ

ンピングカーが200から300台ほど町のほうに来

て、閉会式というか閉会行事を迎えるというよ

うなことで、新たなそういう誘客というか、新

規の誘客増という部分にはつながるものと捉え

ています。 

  以上です。 

委員長 唐仁原俊博さん。 

６番  同じイベント、去年に関しては、ゴール

のイベントが11月の上旬にあったようですけれ

ども、今回町で受け入れることに関してはイベ

ントの日程ももう決まっているのでしょうか。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 日程につきましては、11月１日を

予定しているというものです。 

  以上です。 

委員長 唐仁原俊博さん。 

６番  イベントとしては、非常にいいイベント

になりそうだなと思っているのですけれども、

観光のハイシーズンが入っているところがある

ので、キャンピングカーの方以外も来る時期で

あることを考えると、ちゃんと対応が取れなけ

れば、結局来てもらったけれども、ほかでお金

を落としてもらえないみたいなこともあるかな

と思います。今のところ、対応などは考えられ

ていらっしゃるでしょうか。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 このイベントの実施主体自体は、

旅クラブというか、そちらのほうになるので、

ほぼそういうふうな運営は、旅クラブのほうで

行うということですので、こちらについては受

入れの会場を手配するような形のものになりま

す。 

  以上です。 

委員長 栁沢安雄さん。 

１０番 それでは、私のほうから１点だけお伺い

させていただきたいと思いますけれども、錦秋

湖大滝サマーＬＩＧＨＴフェスティバル事業で

ございますけれども、毎年恐らくこの予算内で

業務委託などをやられていると思いますけれど

も、このフェスティバルに対しまして、イベン

トなどを起こそうというような考えなどはござ

いますでしょうか。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  大滝のサマーＬＩＧＨＴ……錦秋湖大滝のラ

イトアップに合わせてのイベントということで

すよね。失礼しました。錦秋湖大滝のライトア

ップにつきましては、７月から10月というよう

な形で、まず期間を設けて実施しておりますが、

その中でも期間中にサマーＬＩＧＨＴフェステ

ィバルというような形で、主に湯田ダムのほう

が主体となって実施しているというところがご

ざいます。町としても、その中でシャトルバス

の運行ですとか、そういう部分の協力はするこ

とで例年話をしております。今年度につきまし

ては、前日の大雨というようなことで中止にな

りましたが、またそういうような企画がされる

中でまず町としても協力をしていくようなスタ

イルを取っていきたいとは考えております。 

  以上です。 

委員長 栁沢安雄さん。 

１０番 私伺ったのは、二、三年前だったかな、

私もこの事業に関わらせていただきまして、フ

ェスティバル始まる前に花火を上げた記憶がご

ざいますけれども、一夜にして1,500人から

2,000人ぐらいの方が訪れていただいたところ

でございますので、ぜひこのようなちょっとし

たことでいろいろお客さん呼ぶことができるわ

けでございますので、できるだけ積極的にイベ

ントなどを開催していただきたいものだなと思

っておるところでございます。 

委員長 栁沢安雄さんへ申し上げます。質問で終

わるように、改めて質問し直してください。 

１０番 質問で終わるようということで、委員長

さんのほうからお話ございますけれども、それ
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ではちょっと言葉を変えまして、そのようにや

っていただきたいのが要望でございますけれど

も、どのように考えているのか、その辺をちょ

っとお伺いしたいと思います。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  まず、いろいろなこれまでの経緯というもの

もございまして、そういうふうな大いにそうい

うイベントを盛り上げていただくというような

部分があったと思います。町のほうといたしま

しても、実際様々な事業がございまして、なか

なか新たに主体となって実施するというのは難

しいなというふうには思っているところでござ

います。まず、錦秋湖大滝のライトアップとい

う部分の充実、あとはサマーＬＩＧＨＴフェス

ティバルという部分が湯田ダムを中心に実施さ

れるという部分にまず積極的な形で関わってい

くことを考えている部分でございます。 

  以上です。 

委員長 ほかにありませんか。 

（なしの声） 

委員長 進みます。10ページ。 

（なしの声） 

委員長 進みます。11ページ。 

  中村ひとみさん。 

４番  私から委託料について２点ほど質問させ

ていただきます。 

  まず、観光コンサルティング業務委託料です。

ここ第二次観光振興計画では、若年層、女性へ

のＰＲがうまくいっていない、また温泉客の誘

致がうまくいっていないという課題が示されて

おりました。改善のために、どのような取組を

されているのかというところです。 

  あと、もう一つは、観光データ分析サイト利

用料、こちらのＲＥＳＡＳと呼びますけれども、

経済産業省が提供しているデータ分析システム

です。これ非常に効率的といいますか、とても

良いシステムなのですけれども、これは職員で

活用されているのかどうか、それをお伺いいた

します。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  最初の質問につきまして、若年層、女性のＰ

Ｒがうまくいっていないというような部分、あ

と温泉客の誘客というような部分の話になるか

と思います。まず、町のほうでは、誘客ですと

か情報発信に向けて観光協会と協力しながら、

いろいろな事業に取り組んでいるというところ

でございまして、今最も情報発信に力を入れて

いるというところがございます。観光協会のほ

うでは、ＳＮＳではフェイスブックとインスタ

グラムの２つのアカウントを持って情報提供を

行っておりまして、発信の内容を分析しながら、

どういうものに対して注目度が高い、若年層に

ついてとか女性について関心度が高いかという

ところの分析を行っているというものです。そ

ういう部分に沿いながら、情報提供を実際に行

っております。 

  具体的には、旅館の動画を実際に今流してみ

たりですとか、あとは北上線と錦秋湖の風景を

流してみたりですとか、そういう例えば決まっ

たイベントの情報を流すとか結果を流すという

ような部分にも加えて、そういう日常的な町の

風景ですとか催しというか、地域の暮らしぶり

とか、そういう部分の発信にも力を入れている

というところがございます。また、まだ取りか

かっている最中ではございますが、若年層、若

い人たちが手に取りたくなるようなパンフレッ

トというような作成を心がけて、今実際に取組

を進めております。そういう若年層を意識しな

がら、まず事業には取り組んでいるところでご

ざいます。 

  それと、ＲＥＳＡＳの関係ですが、ＲＥＳＡ

Ｓにつきましては、情報分析というようなとこ

ろで、まずそれぞれの課において必要なデータ

の取得はしているものというふうに捉えており

ます。ただ、こちらで、町のほうで今、観光商

工課のほうで行うこととしておりますコンサル
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ティング業務につきましては、その中の一つの

項目としてＲＥＳＡＳのデータを活用して、今

のそういう行っている事業に対してより効果的

にどのような見直しができるかとか、そういう

専門家的な立場からの提案をいただくような部

分を考えての、含まれている内容ということに

なります。 

  以上です。 

委員長 中村ひとみさん。 

４番  ありがとうございます。観光コンサルテ

ィング業務委託料のいろいろなＳＮＳでの発信

を情報発信されていますけれども、これどれだ

けの人にリーチしているですとか、あとはマー

ケティング用語でＳＥＯと言いまして、サーチ

エンジンの検索の最適化というのがあるのです

けれども、こういったものを昔はマーケティン

グ費用、巨額の金額を払ってそういったものを

委託していたりしていたのですけれども、今は

こういったＳＮＳが普及して、それぞれ自分た

ちでＳＮＳを発信するというのをまた検索ロボ

ットに見つけてもらうという戦略の一つにもな

りますけれども、そういったところなんかも含

めて検討というか、そういった取組もされてい

るのかどうかというのをお伺いしたいと思いま

す。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  まず、ＳＮＳにつきましては、分析からいた

しますと、先ほど申し上げましたとおりフェイ

スブックとインスタグラム、２つのアカウント

ということで、大体フェイスブックでは1,367人

ぐらいがフォロワーになっている。インスタグ

ラムでは1,600人、新たなそういう取組で日常

的な風景とか、そういう部分を重点的に進めて

いく分については、今はまだ650人のフォロワ

ーであるということでありますが、実際にリー

チ数というか見ていただく件数とかを見ていく

と、やっぱり2,000人とか3,000人とか、そうい

うふうな部分で分析はされているというもので

す。 

  あと、年代別、男女別にどれぐらいの層がそ

れぞれの情報を見ているかというところは、月

単位で情報を取得して、それを基に観光協会の

ほうと、まずどういう形で、では新たに情報発

信を進めていくとか、事業に生かしていくとか

という部分を定期的に話合いを持ちながら進め

ている状況で、そういう部分に生かしていると

いうものでございます。 

  今回新たに情報分析というところで入れよう

とした部分で予算措置をお願いしているのは、

５つのポイント限定になるのですけれども、例

えばあるイベントを実施した、ではそこにどれ

だけの人が集まったかというのをピンポイント

で取得できるというような部分も実際なかなか

今まで取れていない部分はあって、例えば雪あ

かりでどれくらい集まったかというのも、なか

なかこれは具体的な数字は見られなかったので

すが、そういう部分をしっかりと把握して今後

の事業に生かしていきたいという部分での予算

計上ということになります。 

  以上です。 

委員長 中村ひとみさん。 

４番  ありがとうございます。ちょっと戻って、

ＲＥＳＡＳの話ですけれども、これＲＥＳＡＳ

の担当職員も使われているということですので、

ユーチューブなんか見ますと、いろんな使い方

なんか動画で見られますので、いろいろと研究

して使っていただきたいと思います。それで、

コンサルティングにお願いする代わりに担当課

でそれをされて、そして残った財源を新たなＰ

Ｒ活動に使われるのはどうかなと私考えている

のですけれども、いかがでしょうか。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 今委員おっしゃられたとおり、そ

れぞれの部署でそれぞれの情報取得は行ってい

るというところでございます。分析についても、

専門的な意見は聞きますが、当然先ほども申し

上げましたとおり、各課も一緒になりながら、
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そこからお互いに提案をしながら、意見交換を

しながら、いい方向に導くというところで、そ

の中の一つのまず情報分析という部分で、コン

サルティングの情報分析という部分で、まずは

加えているということでございます。 

  以上です。 

委員長 ほかにありませんか。 

（なしの声） 

委員長 進めます。12ページ。 

  唐仁原俊博さん。 

６番  内容としては、地域おこし協力隊関連の

ものです。12ページの使用料及び賃借料のとこ

ろで、インターネット通信機器借上料、それか

ら撮影機材借上料、パソコン借上料、あと動画

編集用ソフト使用料となっています。借り上げ

に関しては、どこからの借り上げになっている

のでしょうか。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  まず、地域おこし協力隊の活動費の中で、使

用したいという要望があった備品というか物品

ということで、まずカメラとか、そういうふう

な機器ということになります。そういうものに

つきましては、レンタル業者ということで、当

然競争入札というか、競争見積りを取りながら

にはなりますけれども、そういう部分からの借

り上げを行っているということになります。 

  以上です。 

委員長 唐仁原俊博さん。 

６番  分かりました。業者からということです。

最近特に映像編集しようと思ったときに、パソ

コンがかなり高価になっているので、今回これ

に関しては協力隊の活動費の中で見れる部分と

いうので考えたのかもしれないけれども、性能

的にはまず十分な物が用意できているのか、ち

ょっと伺いたいです。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  まず、必要な物品については、協力隊のほう

と確認をし合いながらというところで、求める

部分になるべく近いというか、ほぼそちらに求

めるところをレンタルするような形で進めてお

ります。 

  以上です。 

委員長 中村ひとみさん。 

４番  私からは、川をいかしたまちづくり事業

についての質問です。 

  今回、金額がぐっと減っているのですけれど

も、これは無地内の設計ということになってい

ますけれども、もともとそういった計画でなさ

れていたのでしょうか。 

委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  川をいかしたまちづくり事業につきましては、

当初７年度の計画としては無地内の設計という

ところでございます。大きく金額が減ったのは、

６年度、上野々の工事という部分がかなり大き

な部分を占めておりましたので、その部分がま

ずなくなったというところからのものでござい

ます。ただ、１つ言えますのは、令和６年度に

無地内の用地測量とか立木補償算定、環境調査

なども予算措置をさせていただきましたが、所

有者との連絡というのがなかなか取れなくて、

これがまた登記のほうになってしまいましたの

で、この間、補正予算で繰越しを認めていただ

いたということで、その分が７年度のほうで繰

越しで実施するということになります。また、

所有者からの承諾もいただきましたということ

で、それで進めることにしたので、今後になり

ますが、用地補償分というようなところでのま

た予算措置をお願いするということで、その際

には更新いただくということになるかと思いま

す。 

  以上です。 

委員長 中村ひとみさん。 

４番  そうすると、そういったことも策定業務

ということで、実際の工事というのは、本年度

は入らないということでよろしいでしょうか。 
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委員長 観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  ７年度につきましては、工事は見込んでおり

ません。 

  以上です。 

委員長 ほかにありませんか。 

（なしの声） 

委員長 それでは、全体を通して質問し忘れた等

ありませんか。 

（なしの声） 

委員長 発言がないようですので、お諮りをいた

します。 

  これで観光商工課が所管する一般会計の審査

をひとまず終わりたいと思います。これに異議

ありませんか。 

（異議なしの声） 

委員長 異議なしと認めます。 

  続いて、議案第21号 令和７年度西和賀町温

泉事業特別会計予算についての審査に進みます。

観光商工課長より予算の概要説明を求めます。 

  観光商工課長。 

観光商工課長 それでは、令和７年度の観光商工

課所管の温泉事業特別会計歳入歳出予算につき

まして、概要等を温泉事業特別会計予算にてご

説明申し上げます。 

  まずは、歳出について説明いたします。７ペ

ージをお開きください。１款温泉事業費、１項

温泉施設管理費、１目温泉施設管理費ですが、

10節の需用費の消耗品は、砂ゆっこの砂風呂で

使用される硅砂や源泉スケール防止剤などの購

入経費となります。光熱水費は、各源泉施設の

電気料となります。修繕料は、温泉施設緊急対

応用の修繕費用を見込んでおります。11節の役

務費は、温泉会館ほっとゆだに設置している公

衆無線ＬＡＮサービスの通信運搬費及び建物共

済保険料となります。12節の委託料は、各公共

温泉施設の指定管理料、委託料や設備保守管理

委託料です。13節使用料及び賃借料の土地借上

料は、ほっとゆだ駅舎敷地料と下水道埋設管占

用料となります。 

  続いて、歳入につきましては、６ページを御

覧ください。１款１項14目温泉使用料は、西和

賀町温泉条例による温泉使用料や各公共温泉施

設の入浴料を見込んでおります。 

  ２款１項１目利子及び配当金は、温泉開発整

備基金に係る利子を歳出で計上し、温泉開発整

備基金積立金として同額を基金に繰り入れるも

のとなります。 

  ３款１項１目一般会計繰入金は、一般会計か

らの繰入金でございます。 

  ５款２項１目雑入のほっとゆだ共有施設ＪＲ

負担金は、ＪＲとの合築施設であるほっとゆだ

の町が一括管理している部分についてのＪＲ負

担分となります。その他、自動販売機等電気料

使用料収入でございます。 

  以上が観光商工課、温泉事業特別会計の歳入

歳出の概要説明となりますので、よろしくお願

いいたします。 

委員長 観光商工課長の説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。特別会計は、歳入

歳出とも一括で質疑を許します。質疑ありませ

んか。 

（なしの声） 

委員長 発言がないようですので、お諮りいたし

ます。 

  これで議案第21号 令和７年度西和賀町温泉

事業特別会計予算についての審査をひとまず終

わりたいと思いますが、これにご異議ありませ

んか。 

（異議なしの声） 

委員長 異議なしと認めます。 

  これで本日予定していた日程を終了します。 

  明日３月12日は、午前９時30分から建設水道

課から審査を始めます。 

  本日はこれをもって散会いたします。お疲れ

さまでした。 

午前１１時３２分 散   会 


